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公共建築設計者情報システム利用（令和７年度）

支出負担行為担当官
九州地方整備局長
森田　康夫
〒８１２－００１３　福岡市博多区博多駅東２－１０－７　福岡第二合同庁舎７階

令和　７年　４月　１日

一般社団法人公共建築協会
東京都中央区新川１－２４－８東熱新川ビル内

¥６６，０００－

¥６６，０００－

別紙のとおり



随意契約理由書

１．件名 公共建築設計者情報システム利用（令和７年度）

２．納入場所 福岡県福岡市博多区博多駅東２－１０－７ 九州地方整備局

３．随意契約の相手方

住 所：東京都中央区新川１－２４－８ 東熱新川ビル

会社名：一般社団法人 公共建築協会

電 話：０３－３５２３－０３８５

４．随意契約適用法令  会計法第２９条の３第４項及び

 予算決算及び会計令第１０２条の４第三号

５．当該業務の目的・内容及び随意契約に付する理由

１）当該業務の目的

公共建築の設計者選定を支援することを目的として、データベース化した情報

をインターネットを介して提供を受けるものであり、営繕事業の設計業務及び工

事監理業務の委託先の選定の公正かつ円滑な実施に資するものである。

２）業務の内容

当該システムは、公共発注機関が建築関係の設計業務等の受注を希望する設計

事務所等から、事務所情報、支社・営業所情報、技術者情報等事務所に関する諸

データを収集すると共に、公共発注機関から発注された建築関係の地域計画（団

地計画等、都市計画等）、建築基本計画・建築設計・設備設計・構造設計・積算・

建築工事監理及び耐震診断等の設計業務等の実績に関するデータを集積してデ

ータベース化したもので、公共建築の設計者等選定に利用するものである。

３）随意契約に付する理由

上記に記載の当該システムは上記法人しか取り扱っておらず、業務を円滑かつ

的確に実施するためには、一般社団法人 公共建築協会が唯一の契約相手と判断

するものである。

よって本業務については、会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令

第１０２条の４第三号により、上記法人と随意契約を締結するものである。

（随意契約理由書作成者）

営繕部 整備課長  


